
　

平
成
30
年
度
の
所
信
表
明
と
予
算
概
要
を
ご

説
明
申
し
上
げ
、
町
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
私
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の
信
任
を

賜
り
、
引
き
続
き
町
長
と
し
て
５
期
目
の
任
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
４
期
16
年
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
町
政
に
対
す
る
想
い
の
根
底
は
、

や
は
り
資
源
の
循
環
に
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
資
源
と
は
、『
ひ
と
』
で
あ
り
、『
も
の
』
で
あ

り
、
そ
し
て
経
済
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
資
源
が
、

私
た
ち
の
地
域
を
絶
え
ず
、
巡
り
還
っ
て
く
る
こ

と
が
大
事
な
の
だ
ろ
う
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
全
体
の
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢

化
に
よ
り
、
本
町
の
人
口
は
減
少
し
、
厳
し
い

状
況
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
状
に
対

し
、
地
域
の
源
は『
ひ
と
』
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
ひ
と
に
対
す
る
投
資
を
よ
り
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
住
宅
取
得
補
助
制
度

な
ど
の
定
住
化
施
策
を
進
め
な
が
ら
、
新
年
度

に
お
い
て
は
、
学
校
給
食
費
補
助
制
度
を
拡
充
し
、

子
育
て
に
係
る
経
済
的
な
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
本
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
策
で
得
ら
れ
た

益
金
と
仕
組
み
を
元
に
、
将
来
、
若
者
が
還
っ
て

総務課
　◦自治体クラウド推進事業
　◦防火水槽設置事業
保健福祉課
　◦こんにちは赤ちゃんギフト事業
　◦�母子健康手帳アプリケーション提供事業
　◦子ども医療費助成事業
企画調整課
　◦陸上競技の聖地実現プロジェクト
　◦ふるさと納税促進事業

農林振興課
　◦�リサイクル日本一の町・こだわり
米ＰＲ事業

　◦全国和牛能力共進会出品対策事業
建設課
　◦町道・中尾山村線整備事業
　◦三文字地区・農協前通り線整備事業
耕地課
　◦永吉西地区農道整備事業
　◦�水田ほ場整備事業推進協議会補助事業

住民環境課
　◦おおさき国際交流事業
教育委員会管理課
　◦�公共施設カーボン･マネジメント�
強化事業

　◦学校給食費補助事業
　◦中学校入学援助事業
教育委員会社会教育課
　◦�燃ゆる感動かごしま国体�
実行委員会補助事業

平成30年度大崎町一般会計における主な事業

　歳出で大きな割合を
占めるものは、
①�民生費�
（15億5,794万９千円）
②�衛生費�
（11億6,331万４千円）
③�総務費�
（10億8,396万３千円）
④�商工費�
（10億7,470万４千円）
となっており、この４つ
で歳出全体の60.6％を占
めています。

Point

対前年比　
４億2,097万４千円
の増（＋5.5％）80億  5,015万７千円

平
成
30
年
度

施
政
方
針（
要
旨
）

歳 入
80億5,015万7千円

歳 出
80億5,015万7千円

平成30年度 平成30年度

町税
11億6,802万

7千円

総務費
10億8,396万3千円

民生費
15億5,794万

9千円

衛生費
11億6,331万

4千円農林水産業費
7億1,276万

9千円

商工費
10億7,470万

4千円

地方交付税
25億

2,000万円

国庫支出金
8億6,157万

1千円

県支出金
6億9,604万

1千円

繰入金
5億8,166万

3千円
分担金及び

負担金
3,987万1千円

町債
4億6,160万円

地方消費税
交付金

2億3,200万円
寄附金

10億3千円

その他
4億2,438万

1千円

地方譲与税
6,500万円

土木費
6億5,893万

3千円

消防費
2億8,041万9千円

その他
1,424万1千円

議会費9,618万8千円

教育費
4億9,379万

2千円

公債費
9億1,388万

5千円

大崎町長
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